
〔様式２の１〕
６　各教科・科目，特別活動及び総合的な探究の時間の週当たりの授業時数配当表

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

4 4 4 4 ０～４

4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 4 ０～４

2 □２ □２ □２ □２ 2

3

2 ☆２ ☆２ ☆２ ☆２ 2

3 4 4 4 ０～４

3 4 4 4 ０～４

2 ▼２ ▼２ 2

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

3 ◎４ ◎４ ◎４ ◎４ 4

4 4 4 4 ０～４

3

2 2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 ▽２ ▽２ ▽２ ▽２ ０～２

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

7～8 ２～４ ２～４ ２～４ ２～４ 8

2 ●1 ●1 2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2

2

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

８枚中１枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹高等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和６年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科学と人間生活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ



〔様式２の２〕

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

3 ▲４ ▲４ ▲４ ▲４ 4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 ０～４

2

2

2

2

4 ◇４ ◇４ 4

2 ◆２ ◆２ ◆２ 2

2 2 2 2 ０～２

1

2～5
地理
歴史 1～2

人間と社会 1

2～4 2 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 2 2 ０～２

外国語 2 2 2 2 2 ０～２

2 ★２ ★２ ★２ 2

2 ★２ ★２ 2

1 1 1 1 ３～

～３２ ～３２ ～３２ ～３２ ７７～

８枚中２枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和６年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

外
　
国
　
語

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

学 校 設 定 教 科 ・ 科 目

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

人 間 と 社 会

共通教科･科目単位数計

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎

マ ー ケ テ ィ ン グ

ビ ジ ネ ス 法 規

専門教科･科目単位数計

江 戸 か ら 東 京 へ

備　考　

「現代の国語」および「言語文化」を履修後、「論理国語」「国語表現」「古典探究」を履修できる。
「歴史総合」を履修後、「日本史探究」「世界史探究」を履修できる。
「公共」を履修後、「倫理」「政治・経済」を履修できる。
「数学Ⅰ」を履修後、「数学Ⅱ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を履修できる。
「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」をを履修後、「音楽Ⅱ」「美術Ⅱ」「書道Ⅱ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅠ」を履修後、「英語コミュニケーションⅡ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅡ」を履修後、「英語コミュニケーションⅢ」を履修できる。
「情報Ⅰ」を履修後、「情報Ⅱ」を履修できる。
「現代の国語・言語文化」は、■の付いた年次で１回履修する。
「地理総合」は、□の付いた年次で１回履修、「歴史総合」は、☆のついた年次で１回履修する。
「公共」は、▼の付いた年次で１回履修する。
「数学Ⅰ」は、◎の付いた年次で１回履修する。
理科は、○の付いた科目から３科目以上履修、または、○の付いた科目から１科目と▽の付いた科目を１科目履修する。
体育は、３種目を実施する。
保健は、●のついた連続した年次で２単位履修する。
芸術は、△の付いた科目から１科目以上履修する。「英語コミュニケーションⅠ」は、▲の付いた年次で１回履修する。
「家庭総合」は、◇の付いた年次で１回履修する。「情報Ⅰ」は、◆の付いた年次で１回履修する。
★印の「総合的な探究の時間Ⅰ」および「総合的な探究の時間Ⅱ」は、原則、連続した年次で履修する。
卒業年度に「総合的な探究の時間Ⅱ」の履修が完了するようにする。
「人間と社会」は、「総合的な探究の時間Ⅱ」（１単位分）により実施する。
定時制課程および生涯学習講座を合わせて１０単位まで併修できる。生涯学習講座は、以下に（　　　）で示した科目の増
加単位とする。履修に際しては対象科目の履修完了を前提条件とする。
ストレッチ体操（体育２単位）、テニス教室（体育２単位）、エアロビクス（体育２単位）、健康教室（保健２単位）、
コーラス（音楽Ⅰ２単位）、絵画教室（美術Ⅰ２単位）、書道教室（書道Ⅰ２単位）、毛筆・硬筆教室（書道Ⅰ２単位）、
陶芸教室初級（工芸Ⅰ２単位）、陶芸教室中級（工芸Ⅰ２単位）、ビジネス英語（英語コミュニケーションⅠ２単位）、料
理教室（家庭総合２単位）、パソコン基礎（情報Ⅰ２単位）、パソコン応用（情報Ⅰ２単位）

English Conversation

総合的 な探究 の時間Ⅰ

総合的 な探究 の時間Ⅱ

ホ ー ム ル ー ム 活 動

生徒一人当たりの履修単位数計

習熟度別授業
少人数指導授業



〔様式２の１〕
６　各教科・科目，特別活動及び総合的な探究の時間の週当たりの授業時数配当表

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

4 4 4 4 ０～４

4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 4 ０～４

2 □２ □２ □２ □２ 2

3

2 ☆２ ☆２ ☆２ ☆２ 2

3 4 4 4 ０～４

3 4 4 4 ０～４

2 ▼２ ▼２ 2

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

3 ◎４ ◎４ ◎４ ◎４ 4

4 4 4 4 ０～４

3

2 2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 ▽２ ▽２ ▽２ ▽２ ０～２

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

7～8 ２～４ ２～４ ２～４ ２～４ 8

2 ●1 ●1 2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2

2

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

８枚中３枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹高等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和５年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科学と人間生活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ



〔様式２の２〕

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

3 ▲４ ▲４ ▲４ ▲４ 4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 ０～４

2

2

2

2

4 ◇４ ◇４ 4

2 ◆２ ◆２ ◆２ 2

2 2 2 2 ０～２

1

2～5
地理
歴史 1～2

人間と社会 1

2～4 2 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 2 ０～２

外国語 2 2 2 2 2 ０～２

2 ★２ ★２ ★２ 2

2 ★２ ★２ 2

1 1 1 1 ３～

～３２ ～３２ ～３２ ～３２ ７７～

８枚中４枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和５年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

外
　
国
　
語

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

学 校 設 定 教 科 ・ 科 目

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

人 間 と 社 会

共通教科･科目単位数計

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎

マ ー ケ テ ィ ン グ

ビ ジ ネ ス 法 規

専門教科･科目単位数計

江 戸 か ら 東 京 へ

備　考　

「現代の国語」および「言語文化」を履修後、「論理国語」「国語表現」「古典探究」を履修できる。
「歴史総合」を履修後、「日本史探究」「世界史探究」を履修できる。
「公共」を履修後、「倫理」「政治・経済」を履修できる。
「数学Ⅰ」を履修後、「数学Ⅱ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を履修できる。
「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」をを履修後、「音楽Ⅱ」「美術Ⅱ」「書道Ⅱ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅠ」を履修後、「英語コミュニケーションⅡ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅡ」を履修後、「英語コミュニケーションⅢ」を履修できる。
「情報Ⅰ」を履修後、「情報Ⅱ」を履修できる。
「現代の国語・言語文化」は、■の付いた年次で１回履修する。
「地理総合」は、□の付いた年次で１回履修、「歴史総合」は、☆のついた年次で１回履修する。
「公共」は、▼の付いた年次で１回履修する。
「数学Ⅰ」は、◎の付いた年次で１回履修する。
理科は、○の付いた科目から３科目以上履修、または、○の付いた科目から１科目と▽の付いた科目を１科目履修する。
体育は、３種目を実施する。
保健は、●のついた連続した年次で２単位履修する。
芸術は、△の付いた科目から１科目以上履修する。「英語コミュニケーションⅠ」は、▲の付いた年次で１回履修する。
「家庭総合」は、◇の付いた年次で１回履修する。「情報Ⅰ」は、◆の付いた年次で１回履修する。
★印の「総合的な探究の時間Ⅰ」および「総合的な探究の時間Ⅱ」は、原則、連続した年次で履修する。
卒業年度に「総合的な探究の時間Ⅱ」の履修が完了するようにする。
「人間と社会」は、「総合的な探究の時間Ⅱ」（１単位分）により実施する。
定時制課程および生涯学習講座を合わせて１０単位まで併修できる。生涯学習講座は、以下に（　　　）で示した科目の増
加単位とする。履修に際しては対象科目の履修完了を前提条件とする。
ストレッチ体操（体育２単位）、テニス教室（体育２単位）、エアロビクス（体育２単位）、健康教室（保健２単位）、
コーラス（音楽Ⅰ２単位）、絵画教室（美術Ⅰ２単位）、書道教室（書道Ⅰ２単位）、毛筆・硬筆教室（書道Ⅰ２単位）、
陶芸教室初級（工芸Ⅰ２単位）、陶芸教室中級（工芸Ⅰ２単位）、ビジネス英語（英語コミュニケーションⅠ２単位）、料
理教室（家庭総合２単位）、パソコン基礎（情報Ⅰ２単位）、パソコン応用（情報Ⅰ２単位）

English Conversation

総合的 な探究 の時間Ⅰ

総合的 な探究 の時間Ⅱ

ホ ー ム ル ー ム 活 動

生徒一人当たりの履修単位数計

習熟度別授業
少人数指導授業



〔様式２の１〕
６　各教科・科目，特別活動及び総合的な探究の時間の週当たりの授業時数配当表

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

2 ■２ ■２ ■２ ■２ 2

4 4 4 4 ０～４

4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 ０～４

2 □２ □２ □２ □２ 2

3

2 ☆２ ☆２ ☆２ ☆２ 2

3 4 4 4 ０～４

3 4 4 4 ０～４

2 ▼２ ▼２ 2

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

3 ◎４ ◎４ ◎４ ◎４ 4

4 4 4 4 ０～４

3

2 2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 2 2 2 ０～２

2 ▽２ ▽２ ▽２ ▽２ ０～２

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ○２ ０～２

4

2 ○２ ○２ ○２ ０～２

4

7～8 ２～４ ２～４ ２～４ ２～４ 8

2 ●1 ●1 2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

2

2

2

2 △２ △２ △２ △２ ０～２

2 2 2 2 ０～２

2

８枚中５枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹 高等学校 通信制
科

コース 普通科 （令和4年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科学と人間生活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ



〔様式２の２〕

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

3 ▲４ ▲４ ▲４ ▲４ 4

4 4 4 4 ０～４

4 4 4 ０～４

2

2

2

2

4 ◇４ ◇４ 4

2 ◆２ ◆２ ◆２ 2

2 2 2 2 ０～２

1

2～5
地理
歴史 1～2

人間と社会 1

2～4 2 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 2 ０～２

2～4 2 2 ０～２

外国語 2 2 2 2 2 ０～２

2 ★２ ★２ ★２ 2

2 ★２ ★２ 2

1 1 1 1 ３～

～３２ ～３２ ～３２ ～３２ ７７～

８枚中６枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和4年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

外
　
国
　
語

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

学 校 設 定 教 科 ・ 科 目

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

人 間 と 社 会

共通教科･科目単位数計

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎

マ ー ケ テ ィ ン グ

ビ ジ ネ ス 法 規

専門教科･科目単位数計

江 戸 か ら 東 京 へ

備　考　

「現代の国語」および「言語文化」を履修後、「論理国語」「国語表現」「古典探究」を履修できる。
「歴史総合」を履修後、「日本史探究」「世界史探究」を履修できる。
「公共」を履修後、「倫理」「政治・経済」を履修できる。
「数学Ⅰ」を履修後、「数学Ⅱ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を履修できる。
「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」をを履修後、「音楽Ⅱ」「美術Ⅱ」「書道Ⅱ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅠ」を履修後、「英語コミュニケーションⅡ」を履修できる。
「英語コミュニケーションⅡ」を履修後、「英語コミュニケーションⅢ」を履修できる。
「情報Ⅰ」を履修後、「情報Ⅱ」を履修できる。
「現代の国語・言語文化」は、■の付いた年次で１回履修する。
「地理総合」は、□の付いた年次で１回履修、「歴史総合」は、☆のついた年次で１回履修する。
「公共」は、▼の付いた年次で１回履修する。
「数学Ⅰ」は、◎の付いた年次で１回履修する。
理科は、○の付いた科目から３科目以上履修、または、○の付いた科目から１科目と▽の付いた科目を１科目履修する。
体育は、３種目を実施する。
保健は、●のついた連続した年次で２単位履修する。
芸術は、△の付いた科目から１科目以上履修する。「英語コミュニケーションⅠ」は、▲の付いた年次で１回履修する。
「家庭総合」は、◇の付いた年次で１回履修する。「情報Ⅰ」は、◆の付いた年次で１回履修する。
★印の「総合的な探究の時間Ⅰ」および「総合的な探究の時間Ⅱ」は、原則、連続した年次で履修する。
卒業年度に「総合的な探究の時間Ⅱ」の履修が完了するようにする。
「人間と社会」は、「総合的な探究の時間Ⅱ」（１単位分）により実施する。
定時制課程および生涯学習講座を合わせて１０単位まで併修できる。生涯学習講座は、以下に（　　　）で示した科目の増
加単位とする。履修に際しては対象科目の履修完了を前提条件とする。
ストレッチ体操（体育２単位）、テニス教室（体育２単位）、エアロビクス（体育２単位）、健康教室（保健２単位）、
コーラス（音楽Ⅰ２単位）、絵画教室（美術Ⅰ２単位）、書道教室（書道Ⅰ２単位）、毛筆・硬筆教室（書道Ⅰ２単位）、
陶芸教室初級（工芸Ⅰ２単位）、陶芸教室中級（工芸Ⅰ２単位）、ビジネス英語（英語コミュニケーションⅠ２単位）、料
理教室（家庭総合２単位）、パソコン基礎（情報Ⅰ２単位）、パソコン応用（情報Ⅰ２単位）

English Conversation

総合的 な探究 の時間Ⅰ

総合的 な探究 の時間Ⅱ

ホ ー ム ル ー ム 活 動

生徒一人当たりの履修単位数計

習熟度別授業
少人数指導授業



〔様式２の１〕
６　各教科・科目，特別活動及び総合的な探究の時間の週当たりの授業時数配当表

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

4 ■４（8） ■４（8） ■４（8） ■４（8） 4
4 4（６） 4（６） 4（６） ０～４
2 2（６） 2（６） 2（６） ０～２
4 4（６） 4（６） 4（６） ０～４
2 ■２ ■２ ■２

2 ■２ ■２ ■２

4 4

4 4

2
4 □４（８） □４（８） □４（８） □４（８） 4
2
4 ☆４（8） ☆４（8） ☆４（8） ☆４（8） 4
2
4 ４（６） ４（６） ０～４

2 □☆2

3 ☆4

3 □4

2 ▼２（８） ▼２（８） ▼２（８） ▼２（８） 2
2 ２（８） ０～２
2 ２（８） ２（８） ２（８） ０～２
2 ▼２ ▼２ ▼２

2 2 2

2 2

3 ◎４（6） ◎４（6） ◎４（6） ◎４（6） 4
4 ４（４） ４（４） ４（４） ０～４
5
2 ２（6） ２（6） ２（6） ２（6） ０～２
2 ２（6） ２（6） ２（6） ０～２
2
3 ◎４ ◎４ ◎４

4 4 4

2 2 2 2

2 2 2

2 ▽２（４） ▽２（４） ▽２（４） ▽２（４） ０～２
2 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） ０～２
4
2 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） ０～２
4
2 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） ０～２
4
2 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） 〇２（４） ０～２
4
1
2 ▽２ ▽２ ▽２

2 〇２ 〇２ 〇２

2 〇２ 〇２

2 〇２ 〇２ 〇２

2 〇２ 〇２

7～8 ２～４（５） ２～４（５） ２～４（５） ２～４（５） 8
2 ●１（１６） ●１（１６） 2

7～8 ２～４ ２～４ ２～４

2 ●１

2 △２（４） △２（４） △２（４） △２（４） ０～２
2 ２（２） ２（２） ２（２） ０～２
2
2 △２（４） △２（４） △２（４） △２（４） ０～２
2 ２（２） ２（２） ２（２） ０～２
2
2
2
2
2 △２（４） △２（４） △２（４） △２（４） ０～２
2 ２（２） ２（２） ２（２） ０～２
2
2 △２ △２ △２

2 2 2

2 △２ △２ △２

2 2 2

2 △２ △２ △２

2 2 2

８枚中７枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹 高等学校 通信制
科

コース 普通科 （令和３年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択 ※科目
ごとの
履修単
位総数

地 理 Ｂ

 
国
　
　
語

国 語 総 合
現 代 文 Ｂ
古 典 Ａ

※ 古 典 探 究

古 典 Ｂ
※ 現 代 の 国 語
※ 言 語 文 化
※ 論 理 国 語

世 界 史 Ａ
世 界 史 Ｂ
日 本 史 Ａ
日 本 史 Ｂ
地 理 Ａ

現 代 社 会

政 治 ・ 経 済

※ 倫 理

数
　
　
学

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ
数 学 Ⅲ
数 学 Ａ
数 学 Ｂ

※ 数 学 Ｂ

倫 理

※ 公 共

数 学 活 用
※ 数 学 Ⅰ
※ 数 学 Ⅱ

※ 美 術 Ⅱ
※ 美 術 Ⅰ
※ 音 楽 Ⅱ

 
理
　
　
　
　
　
科

科学と人間生活
物 理 基 礎
物 理
化 学 基 礎
化 学
生 物 基 礎
生 物
地 学 基 礎
地 学

※ 地 学 基 礎

※ 物 理 基 礎

書 道 Ⅰ

保健
体育

体 育

※ 保 健

書 道 Ⅱ

※ 書 道 Ⅱ

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ
音 楽 Ⅱ
音 楽 Ⅲ
美 術 Ⅰ

保 健
※ 体 育

※ 音 楽 Ⅰ
書 道 Ⅲ

※ 書 道 Ⅰ

※ 歴 史 総 合

※ 日 本 史 探 究

※ 世 界 史 探 究

地
理
歴
史

工 芸 Ⅲ
工 芸 Ⅱ
工 芸 Ⅰ
美 術 Ⅲ

※ 政 治 ・ 経 済

美 術 Ⅱ

※科学と人間生活

理 科 課 題 研 究

※ 化 学 基 礎
※ 生 物 基 礎

※ 数 学 Ａ

公
　
民



〔様式２の２〕

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

2

3 ▲４（２） ▲４（２） ▲４（２） ▲４（２） 4

4 ４（２） ４（２） ４（２） ０～４

4 ４（２） ４（２） ０～４

2

4

2 ２（４） ２（４） ２（４） ２（４） ０～２

3 ▲４ ▲４ ▲４

4 4 4

4 4

2

4 ◇４（５） ◇４（５） 4

4

4 ◇４

2 ◆２（１０） ◆２（１０） ◆２（１０） ◆２（１０） 2

2

2 ◆２ ◆２

地理
歴史

1～2

人間と
社会 1

2～4 ２（６） ２（６） ２（６） ２（６） ０～２

2～4 ２（４） ２（４） ２（４） ２（４） ０～２

2～4 ２（４） ２（４） ２（４） ２（４） ０～２

2～4 ４（６） ４（６） ０～４

2～4 2 2 2

2～4 2 2

2～4 2

外国語 2 2 2 2 ０～２

2 ★２ ★２ ★２ 2

2 ★２ ★２ 2

1 1 1 1 ３～

～３２ ～３２ ～３２ ～３２ ７７～

８枚中８枚目

学 校 名 東京都立新宿山吹等学校 課程 通信制
科

コース 普通科 （令和３年度入学生）

標準
単位
数

必履修 学校必履修 自由選択
※科目ご
との履修
単位総数

外
　
国
　
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎

ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ

ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

英 語 会 話

※英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

※英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

※英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

家
　
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

※ 家 庭 総 合

情
報

社 会 と 情 報

※ 情 報 Ⅰ

生 活 デ ザ イ ン

情 報 の 科 学

備　考　

国語（国語総合）は、■の付いた年次で１回履修
地理歴史（世界史B)は、□の付いた年次で１回履修
地理歴史（日本史B)は、☆のついた年次で１回履修
公民（現代社会）は、▼の付いた年次で１回履修
数学（数学Ⅰ）は、◎の付いた年次で１回履修
理科は、〇の付いた科目から３科目以上履修。または、〇の付いた科目から１科目と▽の付いた科目を１科目
履修
体育は、５種目を実施する。ただし、履修の上限は、8単位までである。
保健は、●のついた連続した年次で２単位履修
芸術は、△の付いた科目から１科目以上履修
外国語（コミュニケーション英語Ⅰ）は、▲の付いた年次で１回履修
家庭（家庭総合）は、◇の付いた年次で１回履修
情報（社会と情報）は、◆の付いた年次で１回履修
★の「総合的な探究の時間Ⅰ」および「総合的な探究の時間Ⅱ」は、原則、連続した年次で履修する。
卒業年度に「総合的な探究の時間Ⅱ」の履修が完了するようにする。
「人間と社会」は、「総合的な探究の時間Ⅱ」（１単位分）により実施する。
定時制課程および生涯学習講座を合わせて１０単位まで併修できる。生涯学習講座は、以下に（　　　）で示
した科目の増加単位とする。履修に際しては対象科目の履修完了を前提条件とする。
ストレッチ体操（体育２単位）、テニス教室（体育２単位）、エアロビクス（体育２単位）、健康教室（保健
２単位）、コーラス（音楽Ⅰ２単位）、絵画教室（美術Ⅰ２単位）、書道教室（書道Ⅰ２単位）、毛筆・硬筆
教室（書道Ⅰ２単位）、陶芸教室初級（工芸Ⅰ２単位）、陶芸教室中級（工芸Ⅰ２単位）、ビジネス英語（コ
ミュニケーション英語Ⅰ２単位）、料理教室（家庭総合２単位）、パソコン基礎（社会と情報２単位）、パソ
コン応用（社会と情報２単位）
科目名に※が付いたものは、平成３０年３月告示学習指導要領に基づく科目による代替科目

総合的な探究の時間Ⅰ

ホ ー ム ル ー ム 活 動

生徒一人当たりの履修単位数計

習熟度別授業
少人数指導授業

総合的な探究の時間Ⅱ

簿 記

※ ビ ジ ネ ス 基 礎

専門教科･科目単位数計

江 戸 か ら 東 京 へ

共通教科･科目単位数計

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎

マ ー ケ テ ィ ン グ

経 済 活 動 と 法

※ ビ ジ ネ ス 法 規

学 校 設 定 教 科 ・ 科 目

※English Conversation

※マーケティング

人 間 と 社 会


